
第６期第３ ４回詳報

言
葉
に
よ
る
性
暴
力身体接触

情報ツール
を用いた
性暴力

視覚による
性暴力

性交
※内閣府調べ

38.8
％

28.2

16.3

8.5
8.2

若年層（16～24歳）が経験した
最も深刻な性被害
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災
害
リ
ス
ク
確
認
重
要

津
波
被
災
地

学
生
ら
視
察

受
講

の
声

メ モ ３１１「伝える／備
える」次世代塾を運営する推進
協議会の構成団体は次の通り。
河北新報社、東北福祉大、仙台
市、東北大、宮城教育大、東北
学院大、東北工大、宮城学院女
子大、尚絅学院大、仙台白百合
女子大 宮城大 仙台大、学都仙
台コンソーシアム、日本損害保
険協会、みちのく創生支援機構。
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抹

旧防災対策庁舎前で被災直後の様子を説明する遠藤さん
＝南三陸町

防

意
識
し
行
動

旧
防
災
対
策
庁
舎
の
下
に
立

ち
、
折
れ
曲
が
っ
た
手
す
り
な

ど
を
自
分
の
目
で
見
て
津
波
の

高
さ
と
威
力
を
実
感
し
ま
し

た
。
自
然
災
害
を
正
し
く
恐
れ

る
こ
と
が
大
切
と
い
う
講
師
の

言
葉
を
忘
れ
ず
、
ど
の
地
域
に

い
て
も
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
気

象
情
報
を
確
か
め
る
な
ど
防
災

を
意
識
し
て
行
動
し
た
い
。（
仙

台
市
青
葉
区
・
東
北
福
祉
大
３

年
・
佐
藤
梓

あ
ず
さ

さ
ん
・

歳
）

想
定
外

再

識

津
波
に
襲
わ
れ
、
奇
跡
的
に

助
か
っ
た
一
方
で
同
僚
を
亡
く

し
た
遠
藤
さ
ん
の
恐
怖
や
心
の

痛
み
を
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
南
三
陸
町
で
は

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
浸
水
想
定

区
域
外
の
住
民
も
犠
牲
に
な
り

ま
し
た
。
津
波
は
マ
ッ
プ
の
想

定
を
超
え
る
場
合
が
あ
る
と
、

認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。（
宮

城
県
大
郷
町
・
東
北
工
大
３
年

・
赤
間
颯
音

は

や

と

さ
ん
・

歳
）

東
日
本
大
震
災
の
伝
承
と
防

災
の
担
い
手
育
成
を
目
的
に
河

北
新
報
社
な
ど
が
開
く
通
年
講

座
「
３
１
１
『
伝
え
る
／
備
え

る
』
次
世
代
塾
」
第
６
期
は

日
、
第
３
、
４
回
講
座
を
開
い

た
。
宮
城
県
南
三
陸
町
の
震
災

復
興
祈
念
公
園
を
大
学
生
と
若

手
社
会
人

人
が
訪
れ
た
。
旧

防
災
対
策
庁
舎
な
ど
を
見
学

し
、
津
波
の
脅
威
や
備
え
の
教

訓
を
学
ん
だ
。

講
師
を
務
め
た
の
は
、
震
災

発
生
当
時
、
副
町
長
だ
っ
た
南

三
陸
研
修
セ
ン
タ
ー
顧
問
の
遠

藤
健
治
さ
ん

。
Ｊ
Ｒ
気
仙

沼
線
の
線
路
跡
や
か
さ
上
げ
地

に
あ
る
商
店
街
、
高
台
の
集
団

移
転
団
地
を
示
し
な
が
ら
、
津

波
被
害
の
跡
と
復
興
の
状
況
を

説
明
し
た
。

公
園
内
の
築
山
の
中
腹
を
巡

る
「
高
さ
の
み
ち
」
で
は
「
津

波
高
と
同
じ

・
５
㍍
。
町
を

襲
っ
た
津
波
の
高
さ
を
想
像
し

て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

町
は
津
波
で
約
８
３
０
人
が

犠
牲
に
な
っ
た
。
震
災
前
、
町

は
将
来
の
宮
城
県
沖
地
震
の
津

波
に
備
え
、
潮
位
変
化
の
検
知

シ
ス
テ
ム
や
避
難
路
の
誘
導
サ

イ
ン
な
ど
を
導
入
。
町
民
も
地

域
ご
と
に
防
災
訓
練
を
行
っ
て

い
た
。
「
危
機
意
識
を
持
っ
て

取
り
組
ん
だ
つ
も
り
だ
っ
た

が
、
結
果
と
し
て
命
を
守
れ
な

か
っ
た
」
と
悔
い
た
。

犠
牲
者
は
浸
水
想
定
区
域
外

に
多
か
っ
た
と
い
う
。
「
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
は
一
定
の
条
件
で

つ
く
ら
れ
、
条
件
が
変
わ
れ
ば

被
害
区
域
も
変
わ
る
。
配
布
す

る
だ
け
で
な
く
、
訓
練
に
出
向

い
て
想
定
外
が
起
き
た
場
合
の

対
応
な
ど
を
話
し
合
う
必
要
が

あ
る
」
と
強
調
し
た
。

町
は
住
宅
を
高
台
に
移
し
、

店
や
工
場
を
津
波
浸
水
区
域
の

か
さ
上
げ
地
に
再
建
す
る
職
住

分
離
の
方
針
で
復
興
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
た
。
震
災
後

年

が
経
過
し
「
住
ま
い
と
就
労
の

場
の
行
き
来
と
い
っ
た
生
活
利

便
性
の
確
保
、
移
転
団
地
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
が
課

題
だ
」
と
指
摘
し
た
。

地
震
、
水
害
が
頻
発
し
て
い

る
こ
と
に
も
触
れ
、
「
住
ん
で

い
る
地
域
の
災
害
リ
ス
ク
を
確

認
し
、
命
を
守
る
行
動
を
日
々

の
生
活
の
中
で
考
え
る
こ
と
が

大
切
。
災
害
を
正
し
く
恐
れ
、

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
学
ん
で
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

旧
防
災
対
策
庁
舎
で
は
、
津

波
で
町
職
員
ら

人
が
犠
牲
に

な
っ
た
。
遠
藤
さ
ん
も
庁
舎
屋

上
に
い
た
が
、
九
死
に
一
生
を

得
た
。
こ
の
日
は
震
災

年
３

カ
月
の
月
命
日
。
受
講
生
は
献

花
台
に
花
を
手
向
け
、
犠
牲
者

に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
。
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歳
対
象
調
査
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交
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世界貿易機関（ＷＴＯ）閣僚会議後に記者会見する
オコンジョイウェアラ事務局長（中央）

‖ 日、スイス・ジュネーブ（ＡＰ‖共同）

僚
宣
言

年
半
ぶ
り
採
択

財
務
次
官
茶
谷
氏

ば

ま
き

批
判

矢
野

退
任
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衛
次
官
に
鈴
木
氏

【
防
衛
事
務
次
官
】

鈴
木

敦
夫
氏
（
す
ず
き
・
あ
つ

お
）
早
大
卒
。

年

防
衛
庁
。
地
方
協
力

局
長
を
経
て

年
７

月
か
ら
防
衛
装
備
庁

長
官
。

歳
。
神
奈
川
県
出
身
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

防
衛
省
は

日
、
島
田
和
久

事
務
次
官
を
退
任
さ
せ
、
後
任

に
鈴
木
敦
夫
防
衛
装
備
庁
長
官

を
充
て
る
人
事
を
発
表
し
た
。

後
任
の
防
衛
装
備
庁
長
官
に
は

土
本
英
樹
整
備
計
画
局
長
を
起

用
す
る
。
発
令
は
７
月
１
日
。

ま
た
、
７
月
４
日
付
で
槌
道
明

宏
防
衛
審
議
官
が
退
職
し
、
岡

真
臣
地
方
協
力
局
長
が
後
任
に

就
任
す
る
。

◇
防
衛
省
人
事
（
７
月
１
日
）
防
衛
事

務
次
官
（
防
衛
装
備
庁
長
官
）
鈴
木
敦
夫

▽
防
衛
装
備
庁
長
官
（
整
備
計
画
局
長
）

土
本
英
樹
▽
整
備
計
画
局
長
（
政
策
立
案

総
括
審
議
官
）
川
嶋
貴
樹
▽
人
事
教
育
局

長
（
官
房
審
議
官
）
町
田
一
仁
▽
地
方
協

力
局
長
（
統
合
幕
僚
監
部
総
括
官
）
深
沢

雅
貴
▽
官
房
付
（
地
方
協
力
局
長
）
岡
真

臣
▽
退
職

防
衛
事
務
次
官
島
田
和
久
▽

（
７
月
４
日
）
防
衛
審
議
官
（
官
房
付
）

岡
真
臣
▽
退
職

防
衛
審
議
官
槌
道
明
宏

復
興
次
官
に
石
田
氏
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【
検
事
総
長
】

甲
岴

行
夫
氏
（
か
い
・
ゆ
き
お
）

東
大
卒
。

年
検
事
。

福
岡
高
検
検
事
長
を

経
て

年
７
月
か
ら

東
京
高
検
検
事
長
。

歳
。
大
分
県
出
身
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

検
事
総
長
に

甲
岴
氏
起
用

政
府
は

日
の
閣
議
で
、
検

察
ト
ッ
プ
の
検
事
総
長
に
甲
岴

行
夫
東
京
高
検
検
事
長
を
充
て

る
人
事
を
決
め
た
。
林
真
琴
検

事
総
長
は
退
官
す
る
。林
氏
は
、

黒
川
弘
務
元
東
京
高
検
検
事

長
の
定
年
延
長
や
賭
け
マ
ー

ジ
ャ
ン
問
題
で
検
察
へ
の
信

頼
が
揺
ら
い
で
い
た
２
０
２
０

年
７
月
、
検
事
総
長
に
就
任
し

た
。検

察
ナ
ン
バ
ー
２
の
東
京
高

検
検
事
長
に
は
落
合
義
和
次
長

検
事
を
充
て
る
。
次
長
検
事
に

山
上
秀
明
高
松
高
検
検
事
長
、

高
松
高
検
検
事
長
に
畝
本
毅
大

阪
地
検
検
事
正
、
福
岡
高
検
検

事
長
に
田
辺
泰
弘
札
幌
高
検
検

事
長
、
札
幌
高
検
検
事
長
に
小

山
太
士
横
浜
地
検
検
事
正
を
そ

れ
ぞ
れ
起
用
。
中
原
亮
一
福
岡

高
検
検
事
長
は
退
官
す
る
。
発

令
は
い
ず
れ
も

日
付
。

◇
法
務
省
人
事
（

日
）
検
事
総
長
（
東

京
高
検
検
事
長
）
甲
岴
行
夫
▽
東
京
高
検

検
事
長
（
次
長
検
事
）
落
合
義
和
▽
次
長

検
事
（
高
松
高
検
検
事
長
）
山
上
秀
明
▽

高
松
高
検
検
事
長
（
大
阪
地
検
検
事
正
）

畝
本
毅
▽
福
岡
高
検
検
事
長
（
札
幌
高
検

検
事
長
）
田
辺
泰
弘
▽
札
幌
高
検
検
事
長

（
横
浜
地
検
検
事
正
）
小
山
太
士
▽
辞
職

検
事
総
長
林
真
琴
、
福
岡
高
検
検
事
長

中
原
亮
一

【
復
興
事
務
次
官
】

石
田

優
氏
（
い
し
だ
・
ま
さ
る
）

東
大
卒
。

年
建
設

省
。
国
交
省
総
合
政

策
局
長
を
経
て
、

年
７
月
か
ら
国
交
審

議
官
。

歳
。
京
都
府
出
身
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

政
府
は

日
、
復
興
庁
の
開

出
英
之
事
務
次
官

が
退
任

し
、
後
任
に
国
土
交
通
省
の
石

田
優
国
交
審
議
官

を
充
て

る
人
事
を
固
め
た
。
閣
議
の
承

認
を
経
て
近
く
発
令
す
る
。

石
田
氏
は
旧
建
設
省
に
入

り
、
２
０
１
９
年
７
月
か
ら
１

年
間
、
復
興
庁
統
括
官
を
務

め
た
。
復
興
庁
は

年
に
発
足

し
、
事
務
次
官
は

人
目
。
国

交
省
出
身
者
の
起
用
は
７
人

目
で
、
残
る
４
人
は
総
務
省

出
身
。

【
事
務
次
官
】

茶
谷

栄
治
氏
（
ち
ゃ
た
に
・
え

い
じ
）
東
大
卒
。

年
大
蔵
省
（
現
財
務

省
）
。
官
房
長
を
経

て

年
７
月
か
ら
主

計
局
長
。

歳
。
奈
良
県
出
身
。

【
国
税
庁
長
官
】

阪
田

渉
氏
（
さ
か
た
・
わ
た
る
）

東
大
卒
。

年
大
蔵

省
。
財
務
総
合
政
策

研
究
所
長
を
経
て

年
７
月
か
ら
関
税
局

長
。

歳
。
東
京
都
出
身
。

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

財
務
省
は

日
、
矢
野
康
治

事
務
次
官

が
退
任
し
、
茶

谷
栄
治
主
計
局
長

を
昇
格

さ
せ
る

日
付
の
人
事
を
発
表

し
た
。
大
鹿
行
宏
国
税
庁
長
官

の
後
任
は

日
付
で
阪
田

渉
関
税
局
長

を
充
て
る
。

国
際
部
門
ト
ッ
プ
の
神
田
真
人

財
務
官

は
留
任
す
る
。
予

算
編
成
を
担
う
主
計
局
長
は
新

川
浩
嗣
官
房
長
兼
総
括
審
議
官

を

日
付
で
充
て
る
。

茶
谷
氏
は
主
計
局
を
中
心
に

歩
み
、
２
０
２
１
年
７
月
か
ら

主
計
局
長
を
務
め
て
い
る
。
新

体
制
は
物
価
高
へ
の
対
応
を
含

め
、
経
済
再
生
と
財
政
再
建
の

両
立
が
課
題
と
な
る
。
矢
野
氏

は

年
７
月
、
次
官
に
就
任
し

た
。

年

月
発
売
の
月
刊
誌

へ
の
寄
稿
で
自
民
党
総
裁
選
な

ど
で
の
政
策
論
争
を
「
ば
ら
ま

き
合
戦
の
よ
う
だ
」
と
指
摘
。

現
職
次
官
に
よ
る
異
例
の
意

見
表
明
と
し
て
注
目
を
集
め

た
。◇財

務
省
人
事
（

日
）
事
務
次
官
（
主

計
局
長
）
茶
谷
栄
治
▽
官
房
長
（
主
税
局

審
議
官
）
青
木
孝
徳
▽
総
括
審
議
官
（
主

計
局
次
長
）
奥
達
雄
▽
主
計
局
長
（
官
房

長
兼
総
括
審
議
官
）
新
川
浩
嗣
▽
理
財
局

長
（
東
海
財
務
局
長
）
斎
藤
通
雄
▽
財
務

総
合
政
策
研
究
所
長
（
主
税
局
審
議
官
）

江
島
一
彦
▽
官
房
付
（
理
財
局
長
）
角
田

隆
▽
辞
職

事
務
次
官
矢
野
康
治
、
財
務

総
合
政
策
研
究
所
長
栗
原
毅
▽
（

日
）

国
税
庁
長
官
（
関
税
局
長
）
阪
田
渉
▽
関

税
局
長
（
東
京
税
関
長
）
諏
訪
園
健
司
▽

辞
職

国
税
庁
長
官
大
鹿
行
宏

政
局

栗

就
任

金

融

庁

金
融
庁
は

日
、
栗
田
照
久

監
督
局
長

が
総
合
政
策
局

長
に
就
任
す
る

日
付
の
幹
部

人
事
を
発
表
し
た
。
監
督
局
長

に
は
伊
藤
豊
総
括
審
議
官

を
充
て
る
。
中
島
淳
一
長
官

と
次
官
級
の
天
谷
知
子
金

融
国
際
審
議
官

は
留
任
す

る
。◇金

融
庁
人
事
（

日
）
総
合
政
策
局

長
（
監
督
局
長
）
栗
田
照
久
▽
総
括
審
議

官
（
総
合
政
策
局
審
議
官
）
石
田
晋
也
▽

政
策
立
案
総
括
官
（
総
合
政
策
局
審
議
官
）

堀
本
善
雄
▽
企
画
市
場
局
長
（
政
策
立
案

総
括
審
議
官
）
井
藤
英
樹
▽
監
督
局
長
（
総

括
審
議
官
）
伊
藤
豊
▽
兼
政
策
立
案
総
括

審
議
官

国
際
総
括
官
有
泉
秀
▽
辞
職

総
合
政
策
局
長
松
尾
元
信
、
企
画
市
場
局

長
古
沢
知
之

◇
最
高
裁
（

日
）
東
京
高
裁
部
総
括

判
事
（
新
潟
地
裁
所
長
）
小
林
宏
司
▽
新

潟
地
裁
所
長
（
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
部

総
括
判
事
）
蓮
井
俊
治

性
的
嫌
が
ら
せ
や
性
暴
力
の

被
害
経
験
が
あ
る

〜

歳
に

最
も
深
刻
だ
っ
た
経
験
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、

・
２
％
が
体
を

触
ら
れ
る
と
い
っ
た
身
体
接

触
、
８
・
２
％
が
性
交
を
伴
う

被
害
を
挙
げ
た
こ
と
が

日
、

内
閣
府
の
調
査
で
分
か
っ
た
。

誰
に
も
相
談
し
な
か
っ
た
人
も

多
く
、
担
当
者
は
「
全
国
に
相

談
窓
口
が
あ
る
の
で
、
交
流
サ

イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
活
用
し
な

が
ら
若
者
へ
の
周
知
に
努
め
た

い
」
と
し
て
い
る
。

内
閣
府
は
１
月
、
若
年
層
の

性
被
害
に
特
化
し
た
初
め
て
の

大
規
模
調
査
を
実
施
。
全
国
の

〜

歳
の
約

万
人
に
ウ
ェ

ブ
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
信

し
、
２
・
７
％
に
当
た
る
８
９

４
１
人
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

性
被
害
の
経
験
が
あ
る
と
答

え
た
の
は
２
０
４
０
人
。
最
も

深
刻
だ
っ
た
経
験
は
、
言
葉
で

の
嫌
が
ら
せ
や
体
の
特
徴
を
か

ら
か
わ
れ
る
な
ど
の
「
言
葉
に

よ
る
性
暴
力
」
が

・
８
％
と

最
多
で
、次
い
で「
身
体
接
触
」

が
多
か
っ
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
性
的
画

像
を
見
せ
ら
れ
る
、
撮
影
さ
れ

る
な
ど
「
情
報
ツ
ー
ル
を
用
い

た
性
暴
力
」
は

・
３
％
、
相

手
の
裸
や
性
器
を
見
せ
ら
れ
る

と
い
っ
た
「
視
覚
に
よ
る
性
暴

力
」
は
８
・
５
％
だ
っ
た
。
被

害
者
の
う
ち
、

・
５
％
は
男

性
だ
っ
た
。

身
体
接
触
被
害
の

・
６

％

性
交
被
害
の

・
１
％
は
誰

に
も
相
談
し
な
か
っ
た
と
答
え

た

恥
ず
か
し
く
て
言
え
な
か

っ
た

相
談
し
て
も
無
駄
だ
と

思
っ
た
」
な
ど
の
ほ
か
「
ど
こ

に
相
談
し
て
い
い
か
分
か
ら
な

か
っ
た
」と
い
う
声
も
あ
っ
た
。
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更
年

障
害

あ
る

％

厚
労
省

代
女

割
未

診
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∪
∪
∪
∪
∪
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ほ
て
り
や
め
ま
い
、
気
分
の

落
ち
込
み
と
い
っ
た
更
年
期
症

状
が
重
く
、
日
常
生
活
に
支
障

が
出
る
「
更
年
期
障
害
」
の
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
人

の
割
合
が

代
女
性
で

・
３

％
に
上
る
こ
と
が

日
、
厚
生

労
働
省
の
意
識
調
査
で
分
か
っ

た
。

代
女
性
は

・
３
％
で
、

男
性
は

代
が
８
・
２
％
、

代
が

・
３
％
だ
っ
た
。

厚
労
省
担
当
者
は
「
回
答
者

の
主
観
が
ベ
ー
ス
の
調
査
で
あ

る
た
め
、
結
果
は
慎
重
に
分
析

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
説
明
。

同
省
は
今
回
の
結
果
を
参
考

に
、
研
究
班
で
医
学
的
根
拠
に

基
づ
い
た
詳
細
な
実
態
調
査
を

す
る
方
針
。
民
間
調
査
で
は
更

年
期
症
状
に
よ
る
不
調
で
働
け

ず
職
場
を
解
雇
さ
れ
た
と
の
事

例
も
あ
り
、
支
援
拡
充
の
必
要

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

意
識
調
査
は
３
月
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で

〜

歳
の
男
女

に
実
施
し
計
５
千
人
が
回
答
。

症
状
が
重
く
医
療
機
関
で
更
年

期
障
害
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
の
は
女
性
が

代
３
・
６

％
、

代
９
・
１
％
。
男
性
は

代
が
１
・
５
％
、

代
が
１

・
７
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
症
状

を
自
覚
し
て
も
未
受
診
だ
っ
た

の
は
女
性
が

代
、

代
と
も

に
８
割
ほ
ど
。
同
世
代
の
男
性

で
は
９
割
近
く
だ
っ
た
。

更
年
期
症
状
で
家
事
な
ど
日

常
生
活
へ
の
影
響
を
感
じ
て

い
る
人
に
そ
の
度
合
い
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、

代
女
性
の
回

答
は
「
と
て
も
あ
る
」
と
「
か

な
り
あ
る
」
が
計
６
・
９
％
、

「
少
し
あ
る
」
が

・
２
％
だ

っ
た
。

更
年
期
に
入
る
前
に
ど
の
よ

う
な
情
報
が
欲
し
か
っ
た
か
を

聞
い
た
設
問
で
は
「
主
な
症
状

の
内
容
や
程
度
」
「
主
な
対
処

法
」
な
ど
と
答
え
た
人
が
多
か

っ
た
。

不
祥

防
止
へ

郵
政
監
督
強
化

総

務

省

総
務
省
は

日
、
日
本
郵
政

グ
ル
ー
プ
で
不
祥
事
が
相
次
い

で
い
る
こ
と
を
受
け
、
再
発
防

止
に
向
け
た
監
督
強
化
策
を
発

表
し
た
。
企
業
統
治
や
法
令
順

守
の
態
勢
に
つ
い
て
、
年
２
回

程
度
を
め
ど
に
聞
き
取
り
を
行

う
。
不
祥
事
を
な
く
す
に
は
取

締
役
ら
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

重
要
だ
と
し
て
、
日
本
郵
政
幹

部
と
総
務
省
が
平
時
か
ら
定
期

的
に
、
企
業
統
治
な
ど
に
関
す

る
意
見
交
換
も
行
う
。

監
督
強
化
策
は
、
総
務
省
が

日
に
ま
と
め
た
日
本
郵
政
の

課
題
に
関
す
る
報
告
書
に
盛
り

込
ん
だ
。

日
本
郵
政
を
巡
っ
て
は
、
２

０
１
９
年
に
か
ん
ぽ
生
命
保
険

で
の
不
正
販
売
が
表
面
化
し

た
。
日
本
郵
便
で
は
大
規
模
な

着
服
や
、
郵
便
局
長
が
顧
客

情
報
を
政
治
活
動
に
流
用
し
て

い
た
問
題
な
ど
も
発
覚
し
、
信

頼
回
復
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。金

子
恭
之
総
務
相
は

日
、

日
本
郵
政
の
増
田
寛
也
社
長
ら

と
総
務
省
内
で
面
会
し
、
報
告

書
を
手
渡
し
た
。
金
子
氏
が「
国

民
の
信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
」
と
伝
え
る
と
、

増
田
氏
は
「
し
っ
か
り
対
応
し

ま
す
」
と
応
じ
た
。

総
務
省
は
今
年
２
月
、
日
本

郵
政
の
監
督
強
化
に
向
け
た
有

識
者
会
議
を
設
置
し
た
。
報
告

書
は
有
識
者
会
議
で
の
議
論
を

踏
ま
え
て
ま
と
め
た
。

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同
】米
電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）大
手
テ
ス
ラ
最
高
経
営
責
任
者（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

の
イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
は

日
、
買
収
を
計

画
し
て
い
る
短
文
投
稿
サ
イ
ト
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

の
利
用
者
数
を
最
近
の
４
倍
強
に
当
た
る

億

人
に
伸
ば
し
た
い
と
の
考
え
を
示
し
た
。
ツ
イ

ッ
タ
ー
の
従
業
員
集
会
で
語
っ
た
。
欧
米
メ
デ

ィ
ア
が
報
じ
た
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
１
日
当
た
り
の
利
用
者
数
は

２
０
２
２
年
１
〜
３
月
期
に
約
２
億
２
９
０
０

万
人
だ
っ
た
。
マ
ス
ク
氏
は
利
用
者
の
大
幅
な

増
加
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
成
功
に
必
要
と
の
見
解

を
示
し
た
。

マ
ス
ク
氏
が
買
収
し
た
場
合
に
従
業
員
を
解

雇
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
と
、
「
現

状
で
は
コ
ス
ト
が
収
入
を
上
回
っ
て
い
る
」
と

し
て
合
理
化
が
必
要
と
指
摘
。そ
の
上
で
、「
大

き
な
貢
献
を
し
て
い
る
人
は
心
配
し
な
く
て
い

い
」
と
答
え
た
。

重
視
し
て
い
る
「
言
論
の
自
由
」
に
つ
い
て

は
「
人
々
が
言
い
た
い
こ
と
を
言
う
こ
と
が
許

さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
訴
え
、
違
法
で
な
け
れ
ば

常
識
外
れ
の
よ
う
な
言
論
も
許
さ
れ
る
べ
き
だ

と
の
見
解
を
改
め
て
示
し
た
。

ツイッター利用

億人目指す

マ 氏 従業員に表明
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Ｅ
Ｕ

偽
情
報
対
策
強
化

米
メ
タ
な
ど
行
動
規
範
合
意

【
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
共
同
】
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
欧
州
委
員
会

は

日
、
米
メ
タ
（
旧
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
）
や
グ
ー
グ
ル
と
い

っ
た

以
上
の
Ｉ
Ｔ
大
手
企
業

な
ど
が
、
偽
情
報
対
策
を
ま
と

め
た
行
動
規
範
に
合
意
し
た
と

発
表
し
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
関
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
偽
情
報
の
拡
散
が
問
題

に
な
っ
て
お
り
、
取
り
締
ま
り

を
強
化
す
る
。

行
動
規
範
に
は
「
デ
ィ
ー
プ

フ
ェ
イ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
人
工

知
能
（
Ａ
Ｉ
）
技
術
を
使
っ
た

偽
動
画
や
偽
ア
カ
ウ
ン
ト
、
政

治
的
な
広
告
へ
の
対
策
強
化
が

盛
り
込
ま
れ
た
。Ｉ
Ｔ
企
業
は
、

偽
情
報
の
提
供
者
に
広
告
収
入

が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、
偽
情
報
の
横
に
広
告
を
配

置
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

行
動
規
範
は
、
巨
大
Ｉ
Ｔ
企

業
に
義
務
付
け
た
Ｅ
Ｕ
の
「
デ

ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
法
（
Ｄ
Ｓ

Ａ
）
」
と
連
動
。
繰
り
返
し
違

反
し
、
対
策
を
実
施
し
な
い
場

合
は
世
界
売
上
高
の
最
大
６
％

の
制
裁
金
が
科
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
の
ブ
ル
ト
ン
欧
州
委
員

（
域
内
市
場
担
当
）
は
声
明
で

「
偽
情
報
は
デ
ジ
タ
ル
空
間
に

侵
入
し
、
日
常
生
活
に
具
体
的

な
影
響
を
及
ぼ
す
」
と
し
て
対

策
強
化
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

日
本
で
の
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
の

偽
情
報
対
策
を
巡
り
、
総
務
省

が
今
月
９
日
に
今
後
の
方
向
性

を
示
し
た
論
点
案
で
は
、
企
業

側
に
自
主
的
な
削
除
な
ど
の
取

り
組
み
を
求
め
、
透
明
性
確
保

の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
削
除

義
務
や
罰
則
な
ど
の
法
規
制
導

入
に
は
慎
重
な
姿
勢
だ
っ
た
。

【
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
共
同
】
世
界

貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
閣
僚

会
議
は

日
、
「
閣
僚
宣
言
」

を
６
年
半
ぶ
り
に
採
択
し
閉
幕

し
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
で
懸
念
さ
れ
る
食
料

危
機
へ
の
対
応
を
盛
り
込
み
、

食
料
不
足
の
発
展
途
上
国
へ

の
配
慮
か
ら
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル

に
則
し
て
い
な
い
輸
出
規
制

を
実
施
し
な
い
こ
と
も
確
認
し

た
。水

産
資
源
の
乱
獲
を
助
長
し

て
い
る
と
批
判
さ
れ
る
漁
業
補

助
金
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
協

議
が
進
展
し
、
部
分
的
に
合
意
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
特
許
使
用
に
関
し
て
も
途

上
国
が
利
用
し
や
す
く
し
た
。

十
分
に
機
能
す
る
紛
争
処
理
制

度
を
２
０
２
４
年
ま
で
に
実
現

で
き
る
よ
う
に
協
議
す
る
。

最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る

閣
僚
会
議
の
開
催
は
４
年
半
ぶ

り
で
、
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

の
本
部
で
開
か
れ
た
。
加
盟
国

間
の
意
見
の
相
違
を
受
け
、
当

初
は

日
ま
で
だ
っ
た
会
期
を

延
長
し
協
議
を
続
け
た
。

食
料
危
機
対
応
で
は
、
飢
餓

の
終
結
や
食
料
安
全
保
障
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
展
さ
せ
る

こ
と
で
、
ロ
シ
ア
を
含
む
加
盟

１
６
４
カ
国
・
地
域
が
合
意
し

た
。農

産
物
や
肥
料
、
燃
料
の
価

格
上
昇
な
ど
が
食
料
安
全
保
障

に
影
響
し
て
い
る
こ
と
に
懸
念

を
表
明
し
た
。
貿
易
が
国
内
生

産
と
並
ん
で
食
料
安
全
保
障
の

改
善
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す

と
い
う
認
識
で
一
致
し
た
。
国

内
に
余
剰
備
蓄
が
あ
る
場
合

は
、
国
際
市
場
に
放
出
す
る
こ

と
も
宣
言
に
盛
り
込
ん
だ
。

漁
業
補
助
金
に
関
し
、
こ
れ

ま
で
議
論
を

年
以
上
続
け
て

き
た
。
乱
獲
状
態
の
水
産
資
源

の
漁
業
に
対
す
る
補
助
金
は
禁

止
す
る
一
方
、
資
源
管
理
に
よ

っ
て
回
復
を
促
し
て
い
る
場
合

は
補
助
金
を
認
め
る
と
し
た
。

水
産
業
を
主
力
産
業
と
す
る
途

上
国
な
ど
が
求
め
て
い
た
特
別

な
待
遇
に
つ
い
て
は
先
進
国
と

意
見
の
隔
た
り
が
大
き
く
、
議

論
を
一
部
先
送
り
し
た
。
交
渉

を
続
け
包
括
的
な
合
意
を
目
指

す
。水

産
庁
の
担
当
者
は
「
わ
が

国
の
水
産
改
革
に
沿
っ
た
も
の

で
、
今
回
の
合
意
で
補
助
金
を

具
体
的
に
減
ら
さ
な
い
と
い
け

な
い
と
は
捉
え
て
い
な
い
」
と

説
明
し
、
国
内
の
補
助
金
へ
の

影
響
は
な
い
と
の
見
方
を
示
し

た
。
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